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E609N-15T 取扱説明

• 本製品は以下の仕様で製造されています。

§1. 仕様、 定格

1 . 定格電圧

2. 許容電圧範囲

3. 消費電力

4. 表示

5. 計数方式

6. 計測入力

7. 設定禁止入力

（キ ー プロテクト）

AC100/200V 50/60Hz 

定格電圧の90"-'120%

約5.7VA(AC120V 50Hz) 

表示方法 数字表示 赤色7セグメントLED

文字サイズ 8 H X 4 w mm 

表示範囲 0"-'99999 5桁表示

表示 ゼロサプレス表示 小数点可
＊演算結果を設定した小数点に合わせて表示

＊オ ーバー フロ一時、 全桁9を点滅表示

（小数点含む）

周期測定演算方式

端子記号
INl:11番端子

入カスピー ド
1 0 Kc p s Max. 

(ON タイムパルス幅0.05ms Min.)

人力信号論理
正論理：入力信号の "L" → "H" で計測

人力信号レベル
"L" : DC0"-'2V 

"H" : DC5"-'30V 

人力抵抗
4. 7KQ

端子記号
KPT:12 番端子

入カパルス幅
30ms Min. 

動作内容

"L" : 前面キ ー によリモ ー ド1,....., 5が設定可能
"H" : 設定禁止

入力信号レベル
"L" : DC0"--2V 

"H" : DC5,..,,,30V 

人力抵抗
4. 7KQ
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8. 演算式

表示＝
入カパルス幅（秒） XPSC-1 

XPSC-2XPSC-3

9. スケ ーリング 設定可能範囲
PSC-1: 1,...,_,9999 

PSC-2: 0. 0 l"-'9 9. 9 9 

PSC-3: I or 60 

テスト•初期化後の設定値
PSC-1:1

PSC-2:1.00

PSC-3:60

1 0. オ ートゼロ時間 設定範囲
1秒""'9秒まで1秒単位で可

テスト•初期化後の設定値
l 秒

1 1 • メモリー 記憶方式：不揮発性素子 (NV-RAM) によるメモリ

記憶時間：約10年

1 2. 外部供給電源 DC12V土10% 50mA 

リップル率5% Max.

1 3. 使用周囲温度 ― 10,--..,+50℃ （ただし、 氷結しないこと）

1 4. 使用周囲湿度 3 5,...,g 5%RH (ただし、 結露しないこと）

1 5. 保存周囲温度 ー 25"'-'+85℃
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§2. 各部の名称と機能

1 . 前面部

u 

l!J!Jilil 
LED表示

一

スイッチカ ノ< ―

スイッチカバーは取り外し可能

''''' 

D D D D 
M ユ. ..!.. SET

しED表示

設定キ ー

LED表示

設定キ ー

現在の測定演算結果、 及び各モ ー ド
の設定を表示
モ ー ド1 "" 5の設定及び確認キ ー

2. 端子部（接続例）
SW 

シ ー ケンサ等 エンコ ー ダ等

―

―

 

GND IN! KPT NC • 12VDC 

rAC POWER-, 

CON l OOV 200V NC NC 

4 I 5 

AC COM 

AC lOOV 

AC 200V---------↓ --

NC: No Connection 
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§3. 本製品の基本動作

1 . 電源投入

• 本製品に電源を投人すると、 はじめに全LEDが約2秒間点灯します。 この間
に、 本製品は前回の設定を内蔵のメモリーから読みだします。 電源を投人してから
2秒が過ぎるとLED表示は.. 0"を表示し、 計数入力の受け付けを開始します。

（小数点を設定している場合は、 "O. O" "' "O. 0 0 0 O"の様に表示しま
す。）

2. 設定キ ー

·計数入力の受け付け開始と同時に、 設定キ ーの受け付けも開始します。 設定キ ー

の名称と機能は「§4. キ ースイッチ機能」をご覧下さい。

3. 計数入力 (IN 1)

· "INl" に信号パルスを入力すると、 設定されたプリスケ ール値で演算し、 表
示します。 小数点が設定されていれば演算結果を小数点の位に合わせて表示しま
す。 設定項目に関しては、 「§5. 設定値人カモー ド内容」をご覧下さい。
· 計数表示は小数点の位置に関係なく "99999" まで行なわれますが、 それ以

上の速いパルスを人力すると全桁が "99999" の表示をしたまま 2Hz でフ
ラッシングを始めます。 人カパルスのスピー ドが表示可能な範囲まで落ちると表示
はフラッシングを停止し、 計数表示を再開します。
・表示は通常l秒毎に更新します。 但し、 入力速度が表示の土 10%以上急速に変

化した時は1秒以下で追従します。
• 入カパルスを停止すると周期予測演算を開始します。 周期予測演算とは人力され

ていたパルスが急に途絶えたリパルス間隔が長くなった時に、 表示の追従性を改善
するために行なうものです。 周期予測演算が開始されると人力が途絶えた時からの
経過時間を周期に換算して演算し、 その結果を次々に表示します。 但し、 人力が途
絶えてからオ ートゼロ時間で設定した時間が経過すると、 その時点で周期予測演算
を打ち切り、 表示を "0" (ゼロ）にします。
・周期予測演算中に計数人力が再開された場合はその時点で計測を開始し、 直ちに

その結果を表示します。

4, 設定禁止入力(KPT)

· "KPT"を "H" レベルにすると、 前面キ ー スイッチの〔ディジット）キ ーと
（インクリメント）キ ーの人力が受け付けられなくなります。

· "KPT"を "L" レベルにすると、 受け付けを再開します。

5. 電源切断

•電源を切断すると表示を全て消灯し、 入力の受け付けを終了します。 設定値入力
モー ド中に切断された場合、 （セット〕キ ーが押されて確定したモー ドは設定内容
はメモリ ーに記憶されます。 それ以降のモー ドは前回の設定内容がそのまま保持さ
れています。 再び電源が投入されると設定値人カモ ー ドは解除され、 " 1 . 電源投
入”

の項目の動作をします。
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§4. キ ースイッチ機能

I. キ ー スイッチ名称

2. 機能

M : 〔モ ー ド〕キ ー

� ：〔ディジット〕キ ー

一

▲ : 〔インクリメント〕キ ー

一

SET : 〔セット〕キ ー

（モ ー ド）キ ー

人カパルス幅に対して演算を行なわせるための各設定値を呼び出し、
変更・確認し、 その後再び計測モ ー ドに戻り計測値を表示させる際に用い
ます。
計測モ ー ド中にこのキ ーを押すと設定値入カモ ー ドになり、 設定値の人力
・変更、 又は確認が可能になります。

設定値入カモ ー ド中にこのキ ーを押すと計測モ ー ドヘと強制的に戻ること
ができます。
外部入力にてキ ー プロテクトされている場合でも、 このキ ー人力は受け付
けられます。
尚、 （モ ー ド〕キ ー以外のキ ーは計測モ ー ド中は受け付けません。

（ディジット）キ ー

計測モ ー ドから〔モ ー ド）キ ーが押されて設定値入カモ ー ドになってい
るときにのみ有効になるキ ーで、 プリスケ ー ル値、 及びLED表示の小数
点位置の入カ・変更をする際に［インクリメント）キ ーによって歩進させ
る桁の指定に用います。
このキ ーを押すごとに1桁ずつ下位の桁から上位の桁へと指定される桁は
移動します。
設定できる最上位の桁が指定されている時に再びこのキ ーを押すと最下位

の桁に指定桁は移動します。
指定された桁は約4Hzの周期で点滅を行ないます。
尚、 外部入力にてキ ー プロテクトされている場合は、 このキ ー は受け付け
られません。 (KPT端子：Hレベル時）
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（インクリ メント）キ ー

計測モ ー ドから（モ ー ド〕キ ーが押されて設定値入カモ ー ドになってい

て、 尚かつ（ディジット）キ ーが押された後いずれかの桁が点滅していると

きにのみ有効になるキ ーで、 プリスケ ール値、 及びオ ートゼロ時間の人力

・変更をする際に（ディジット）キ ーによって指定された桁の歩進に用いま

す。

このキ ーを押すごとに1カウントづつ歩進を行ないます。,, 9,, まで歩進

したときに再びこのキ ーを押すと,, 0,, に戻ります。 このキ ーを0. 5秒

以上押し続けると約2Hzの速度で自動的に指定桁の歩進を行ないます。
尚、 （モ ー ド〕キ ーが押されて設定値入カモ ー ドになっているときにのみ、

このキ ー入力は受け付けられます。

外部入力にてキ ープロテクトされている場合は、 このキーは受け付けられ

ません。 (KPT端子： Hレベル時）

（セット〕キ ー

設定値人カモ ー ドでこのキ ーが押されると、 現在の設定値がメモリーに
書き込まれ自動的に次のステップに進みます。

但し、 モ ー ド5を設定した後に〔セット）キ ーが押されると、 計測モ ー ド

に戻ります。
外部入力にてキ ー プロテクトされている場合でも、 このキ 一人力は受け付

けられます。

尚、 （モ ー ド）キ ーが押されて設定値人カモ ー ド になっているときにのみ

このキ ー人力は受け付けられます。
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§5. 設定値入カモ ー ド内容

• 設定値入カモ ー ドの入カ・変更、 又は確認時のキ ー操作は下記の通りです。
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モ

モ

モ

モ

m疇表示］ ＇ 
（モー日-

「

―

[PSC-1] ⇔ ［プリスケ ール1設定儲 i II 

（モーn 1 」�
臼ィジット）

［ブリスケール1設定鎧入力J I 
, 

I 

（モー r〕

（モーf〗-と
＞

いロ卜し
〔デイジット）

［プリスケ ール2設定饂入力］
I

"' 

（モード）

（セット）
,., 

[PSC-3) ⇔ ［プリスケール3設定信］

三セ 9卜）

〔ディジット）

［ブ ＇）スケ ール3設定饂入力i I 
（モ ー fl

（セット〕

[ d P] ⇔ ［小数点設定位置］

（モーrJ （セット〕

〔ディジット）

［小散点設定位置入力］

（モー n
. I 

（セット〕
..... 

[ A-0 I⇔ ［オ ートゼロ時間設定餡］
.. 

I 
（モード J or Cセッt J 

〔ディジット〕

［オ ートゼ0時悶姻定饂入力］
""" 'I ,., •• ,,,,,,,,,, 

（モー ド〕 or Cセット）

※右記の枠内は交互表示 11 II 

※設定値入カモ ー ド中の（セット）キ ーの動作は、 以下の通りです。

（セット）キ ー

モ ー ドl→モ ー ド2→モ ー ド3→モ ー ド4→モ ー ド5→計測値表示

※（モ ー ド）キ ー を押して設定モ ー ドに入ってから後、 キ ー入力が無い場合は約

1 5秒で、 キ ー入力があった場合は押されている全てのキ ー を放した時点より

約1 5秒で計測モ ー ドに復帰します。

※設定値は（セット〕キ ー を押さないかぎり変更されません。
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§6. キ ー スイッチ操作

以下の操作は（モ ー ド）キ ーを計測モ ー ド中より1回押して、 設定値入力

モ ー ドに入った時以降の事項です。

1) モ ー ド 1 (プリスケ ール 1 の数値を設定）

・モ ー ド表示と設定値の交互表示。

,sr = o ⇔
T5 T4 T3 T2 Tl 

モ ー ド表示

・（ディジット）キ ーを1回押すと、 LED表
示は設定値表示のみになり、 前回設定した値
を表示します。 この時Tlが約4Hzの周期
で点滅を開始します。 点滅している桁のみ
（インクリメント）キ ーを受け付け、 この

キ ーを押す毎に設定値を歩進していきます。
又、 （ディジット）キ ーを押す毎に点滅して
いる桁は上位の桁に移動していきます。

（インクリメント］キ ー

. . → 0→ l→ 2→ ・ ・ → 8→ 9→ 0→ . .  

（ディジット）キ ー

T 1→ T2 → ・ ・ →T4→ T 1→ . .

• 設定値の人力終了後に（セット〕キ ーを押す
と、 桁の点滅を止めて設定された値をメモ
リ ーに書き込みます。 書き込みが終了すると
LED表示は自動的にモ ー ド2の項目を表示
します。

・設定値に" 0" が人力されて（セット〕キ ー

が押されると、 次のモ ー ドに進まず右記の表
示を行ないます。
（ディジット）キ ーの人力でこの動作は解除
され、 再びモ ー ド1のモ ー ド表示と設定値の
交互表示に戻ります。
その時の設定値は、 前回の設定値です。
但し、 " Error" 表示中は1 5秒で計測
モ ー ドに復帰する動作はせず、 （デジット）

キ ーを押すまで、 " Error" を表示し続
けます。

前回設定伯
T5 T4 T3 T2 Tl 

,SHT3'2}] 

J
―

⑪
Tl
同
TZ
⑬臼⑪"

 
5
 

T
 

口
一

�
Tl

⑪
ロ

�
百

F
"
 

E”
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2) モ ー ド2 (プリスケ ール 2 の数値を設定）

・ モ ー ド表示と設定値の交互表示。

FS[=l ⇔ 
T5 T4 T3 T2 Tl 

モ ー ド表示

・ （ディジット）キ ーを1回押すと、 LED表

示は設定値表示のみになり、 前回設定した値

を表示します。 この時T 1 が約4Hz の周期
で点滅を開始します。 点滅している桁のみ
（インクリメント）キ ーを受け付け、 この

キ ーを押す毎に設定値を歩進していきます。

又、 （ディジット）キ ーを押す毎に点滅して

いる桁は上位の桁に移動していきます。

（インクリメント）キ ー

. . → 0 → 1 → 2 → ・ ・ → 8 → 9 → 0→ .

（ディジット〕キ ー

T 1 → T2→ ・ ・ → T4→ T 1 → . .

• 設定値の入力終了後に（セット）キ ーを押す

と、 桁の点滅を止めて設定された値をメモ
リ ーに書き込みます。 書き込みが終了すると

LED表示は自動的にモ ー ド3の項目を表示

します。

• 設定値に" 0.00" が人力されて（セッ

ト）キ ー が押されると、 次のモ ー ドに進まず

右記の表示を行ないます。

（ディジット）キ ーの人力でこの動作は解除

され、 再びモ ー ド2のモ ー ド表示と設定値の

交互表示に戻ります。

その時の設定値は、 前回の設定値です。
但し、 " Error" 表示中は 1 5 秒で計測

モ ー ドに復帰する動作はせず、 （ディジッ

ト）キ ーを押すまで、 " Error" を表示

し続けます。

前回設定伯
T5 T4 T3 T2 Tl 

H H J��J 

",,,,J 

�
Tl

⑪
Tz＿
 

�
E
 

F
ロ
E
巧
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3)モ ー ド3 （プリスケ ー ル3の数値を設定）

・モ ー ド表示と設定値の交互表示。

!J5[C>1 ＜→ 
T5 T4 T3 TZ T1 

モ ー ド表示

・ （ディジット〕キ ーを 1 回押すと、 LED表

示は設定値表示のみになり、 前回設定した値

を表示します。 この時点灯している LED 全

てが、 約 4Hz の周期で点滅を開始します。

（インクリメント）キ ー を押す毎に設定値
は" 6 0" と" 1 " を交互に表示します。

（インクリメント）キ ー

. . → 60 → l → 6 0 → 1 → . .

• 設定値の人力終了後に（セット）キ ーを押す

と、 表示の点滅を止めて設定された値をメモ
リ ーに書き込みます。 書き込みが終了すると
LED 表示はは自動的にモ ー ド 4の項目を表

示します。

• プリスケ ール3設定中は（ディジット〕キ ー

は無効です。

JーT
 

2
 

伯定
T

几
叉

3

き
口

T4
 

回前
T5

 
T
 

TS T4 "� りJ

J
n
り
">

1T
 

2
 
T
 

3
 
T
 

4
 
T
 

5
 
T
 

11/ 15 



4) モー ド 4 (表示の小数点位置を設定）

・モー ド表示と設定値の交互表示。

d IP I ←→ 
T5 T4 T3 T2 Tl 

モ ー ド表示

・ （ディジット〕キ ー を 1 回押すと、 LED表

示は設定表示のみになり、 前回の設定を表示
します。 この時前回設定桁の小数点だけが、
約 4Hz の周期で点滅を開始します。
（ディジット）キ ー を押す毎に点滅している

小数点の位置は上位の桁に移動していきま

す。
（右記参照）

（ディジット）キ ー

. . → T 1→ T2→ . 

・ ・ → T4 → T5 → T 1 → . .

・設定の入力終了後に（セット）キ ーを押す

と、 小数点の点滅を止めて設定された位握を
メモリーに書き込みます。 書き込みが終了す
ると LED 表示は自動的にモー ド 5 の項目を

表示します。

• 小数点をT 1 に設定したとき、 計測モー ド表

示では小数点は消灯します。

• 小数点設定中は（インクリメント）キ ー は無
効です。

前回設定
T5 T4 T3 T2 Tl 

T_5 T4 J
 

゜O

TI
 

2
 

T
 

3
 
T
 

J
 

O

Tl
 

゜

含3
 
T
 

4
 
T
 

らT
 

JOTl
 

含守4
 

T
 

5
 

T
 

c:) 0 c:) c:) c:) 
Tら T4 T3 T2 Tl 

JOTI
 

含含
゜

＂

゜O
TS
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5)モ ー ド5 (オ ー トゼロ時間を設定）

・モ ー ド表示と設定値の交互表示。

ーT
 

2
 
T
 

゜

＠
百

0

ロ

月Ts
ぐ→

モ ー ド表示

・ （ディジット〕キ ーを1回押すと、 LED表
示は設定値表示のみになり、 前回設定した値
を表示します。 この時T5が約4Hzの周期
で点滅を開始します。
（インクリメント）キ ー を押す毎に点滅して
いる桁は設定値を歩進していきます。

（右記参照）

（インクリメント）キ ー

. . → I -SEC→ 2-SEC→ 3-SEC→
. . → 9-SEC→ 1- SEC→ . . 

・設定値の入力終了後に（セット）キ ーを押す
と、 T5の点滅を止めて設定された値をメモ
リー に書き込みます。 書き込みが終了すると
LED表示は自動的に計測モ ー ドに復帰しま
す。

・ オ ー トゼロ時間設定中は（ディジット〕キ ー

は無効です。
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§7. テスト• 初期化（メモリ ー ）

・ キー プロテクト "L" で、 設定モー ド中に

（デジット）キ ーと（セット）キ ーのみを

同時に5秒以上押し続けると右記の表示を

し、 テスト• 初期化モー ドに人ります。
キ ーを押したままであれば右記の表示をし

たままホ ールドしています。

この時点でメモリ ーは初期化されます。

・キーを放すとLED テストを実行します。

右記の" SELF-" 以降を" -H.J. C. 

ー ” まで1秒ステップで表示します。

（キ ー5秒人力→計測停止→→メモリ ー初
期化→LED テスト→計測モー ド表示／計

測再開）

＊メモリ ー初期化
PSC-1 : 1 

PSC-2 : 1.00 

PSC-3 : 60 

dP 
A-0 : 1-SEC

以上のデー タをメモリ ー に書き込みます。

LED テスト終了後その値で計測再開しま

す。

＊テスト• 初期化が開始されると、 計測モー

ド表示に戻るまでは、 一切の人力を受け付

けません。
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§8. 使用例

＊タコ、 スピー ドメ ータ

· IN 1に人力される信号の周期を回転数、 周波数、 周速度に変換し
て表示します。 シャフトの円周部分に 1 回点あたりのパルス数「 P」
を設けた場合、 PSc- 1 に「 P」、 PSc- 2 に「 l 」を設定すると
回転数、 周波数表示、 PS c- 1 に「 P」、 PSC- 2 に「 2 冗 r」

(m単位）を設定すると周速度表示が得られます。
· PSC-3 の値は 60と 1 のどちらかで、 ＊／分と ＊／秒の切り

替えに用います。
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